
842581.com
for HACCP professional s

http://www.842581.com

03030301

ペストコントロールはHACCPの前提条件です
�

ゴキブリの体表からはサルモネラ菌･黄色ブドウ球菌等の食中毒菌が見つかっています。
また、不潔な場所を動き回っていますので非常に不衛生です。�
�

■ゴキブリの種類�
給食施設に多く出没するゴキブリはチャバネゴキブリという種類です。�
チャバネゴキブリは冷蔵庫のモーター周囲などの熱源の近く、壁の内部や

隙間など温かいところに生息場所を置き、1年を通じて繁殖を続け
ています。�

また、生まれてから約2ヶ月半～3ヶ月で成虫になるため、いった

ん増え始めると爆発的なスピードで繁殖します。�
�

一般家庭でよく見られるゴキブリはクロゴキブリと言う種類
で主に排水溝や浄化槽などの多湿な場所を生息場所にして
おり、比較的寒さにも強く屋外でも生息が可能です。生まれ

てから成虫になるまで約1年を要するため、屋内で急激に繁

殖する事は少なく、行動は夏に集中します。�
�

�

■駆除方法��

｢環境に安全｣ということをまず第一に考えています�
使用する殺虫剤はフェニトロチオンマイクロカプセル剤とヒド

ラメチルノンを主成分とするベイト（毒餌）剤で両剤とも毒性は

普通物で安全性が証明されているものです。�
薬剤散布を高性能の機材を用い、従来とは全く違った方法で実施

する事により｢省薬剤管理｣を実現しました。ですから室内環境を薬

剤で汚染する事はありません。�

定量管理によるゴキブリの生殖状況を確認した上で生息場所に対し
て直接薬剤を施用する方法（局所重点処理）をとっています。この方法を
とる事により長期間ゴキブリのいない環境をつくることが出来ます。�

定量管理とは…�

室内に生息しているゴキブリの数を捕獲器を用いて調べる方式です。この手法を用いる

事により生息場所の確認･生息しているゴキブリの数を｢感覚｣ではなく｢視覚（数値）｣
で捕らえる事が出来ます。この数字はあくまでも目安ではありますが効果の有無･持続性などを

常に把握する事が出来、不必要な薬剤散布を防ぎます。�

■施工方法�
施工前に必ず調査を行ない、生息場所と生息状況を確認します。生息場所は徹底的に、それ以外は予防のために処理します。�

　　ベイト剤を使用した処理�

マイクロカプセル剤を使用した処理�

流し台�

操作盤の中�

棚の下や棚板の裏側�

クーラーなど電気製品�

冷蔵庫の電熱部分�

部屋の隅や角�

ハシップこわい！� ハシップやろう！�

フリーダイヤル　0120-842-581 メールアドレス　artec@842581.comフリーファックス　0120-842-860駆除に関する施工･お問い合わせは. . . . . .

　狭くて、暖かい場所を�

好むチャバネゴキブリと�

多湿で暗いところを好む�

クロゴキブリがあります。�

流しの下�

冷蔵庫の上など�

フリーダイヤル�
0120-842-581


